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化 性 物 質 の 食 品 系 へ ○利 用 の 可 能 性 につ い て も検 討 を 試 み た。
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肪 区 分 は 、 吸 着 剤 と し てK  iese  Igel　60     （ メ ル タ) の プ シ ― ト を 用い 、 展 開 剤 とし てi>     ロ

ロ ホ ル ム： エ ー テ ル ： 酢 酸（97 ： 2. 3 ：0.5  ） を 用 い、 ＴＬ Ｃ を 行い 、 各 フ ラif  シ ョ ンの

抽 出物 ○抗 酸 化 性 を ロ ダ ン 鉄 法 にX  i) 測 定､し たｏ

結 果　 わか め、 こん ぶ、 ひ じ き、 青 の!? 、 とき か の! ）（ 赤玉　 とき か の! ）（ 緑 ）、 金 の 夕の

７ 種 の 海 草 脂 肪 抽 出 物 の 抗 酸 化 性 を 調 べた 結 果、 青 の タ、 ひ じ き 、 わ か め、 こ ん ぶ にBHA

ヽo（ － ド フI.     ゚ －A-   I/Z必 適 す る 強 い 抗 酸 化 性 が 認 め ら れ･た ｏ　し か し、 不 鹸 化 物 と し て 得

られ た ス テ □   ―･ル 区 分 に は 、 ほ とん ど抗 酸 化 性 は 認 め られ た かっ た ｏ 脂 肪 分 画 物 のT   L  C

に 軸 け る 各 Ｆ raction Ｏ 抗 酸 化 性 は、 Ｆ raction　2 の 分 画 物 に 強い｡こ と が 確 認さ れ た。　　Ｆ

rac  11 on ２ は 、 食 品 系 へ の 応用 にお い て も、 油 脂食 品 の酸 化 防止 効 果 を 示 す こ と が 認 めら

れ たo
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